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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第55期
第２四半期
連結累計期間

第55期
第２四半期
連結会計期間

第54期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　9月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　9月30日

自　平成19年
  　４月１日
至　平成20年
　  ３月31日

売上高 (千円) 4,812,0082,372,65410,484,419

経常利益 (千円) 161,823
 

73,004 466,164

四半期(当期)純利益 (千円) 80,764 40,612 215,225

純資産額 (千円) ― 5,391,9745,432,797

総資産額 (千円) ― 6,945,0047,122,377

１株当たり純資産額 (円) ― 636.41 634.44

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 9.97 5.02 24.69

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 74.0 72.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △41,677 ― 353,359

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △11,401 ― △146,475

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △77,980 ― △283,613

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,697,3451,828,405

従業員数 (名) ― 645 715

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 645(2,359)

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 469(1,995)

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円)

ビルメンテナンス事業 1,387,610

警備事業 734,940

総合アウトソーシング事業 110,942

その他の事業 139,161

合計 2,372,654

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、販売価格によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社グループは見込み生産を行っていないため、該当事項はありません。

(3) 販売実績

販売実績は生産実績と同一であるため記載しておりません。

　なお、主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりであります。
　
　

相手先

当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

㈱大丸 598,147 25.2

　　　　　(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

以下の記載事項のうち、将来に関する事項につきましては、本四半期報告書提出日現在において当社グ

ループ(当社及び連結子会社)が判断したものであります。

　

(1)経営成績の分析　

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、サブプライム問題を契機とした米国経済の後退や

原油・資材価格の高騰による企業収益の圧迫、消費者心理の冷え込みによる個人消費の減少など、景気は

減速感を強めて推移いたしました。

　ビルメンテナンス及び警備業界におきましても、景況感の悪化を反映し、同業者間の価格競争や発注者

のビル管理コスト削減要請が引き続いており、厳しい状況で推移しております。

　このような経営環境の下で、当社グループは、本年度からスタートした「白青舎中期計画（平成20年度

～平成22年度）」に基づき、「ローコスト経営体質の強化」と「業務品質の向上と営業力の強化」を課

題として取り組んでまいりました。

　まず、本年４月から警備業子会社合併を機に、ビルメンテナンスとセキュリティーを一元化した提案営

業を加速するとともに、新規受注の強化に努めました。また、激変する経営環境に対応するため、総合企画

本部に業務改革推進部を設置し、本社一元管理による資機材や下請業務の入札による発注を行うなど収

益改善に努めてまいりました。

　その結果、東京・日本橋地区におけるオフィスビルや上野、銀座の百貨店の警備業務及び大阪・高槻市

の百貨店の設備業務などを新規受注することができましたが、当第２四半期後半から、従来営業拡大を

図ってきた百貨店における出納業務・営業支援業務の解約や契約変更が発生したこともあり、売上高は

23億７千２百万円となりました。

　利益面では、中期計画に基づく原価削減諸施策を推進いたしましたが、新規受注に伴う初動経費の発生

もあり、営業利益は６千２百万円、経常利益は７千３百万円、四半期純利益は４千万円となりました。

　

事業の種類別セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

①ビルメンテナンス事業

当事業では、受注ビルの清掃管理（日常清掃、床面・窓ガラス等の定期清掃、外壁・照明器具等の

特別清掃）、衛生管理（空気環境測定、飲料水水質検査、各種貯水槽のメンテナンス、害虫・ねずみ・

昆虫の防除、廃棄物処理）、設備管理（各種設備の運転管理・制御、受変電設備・消防設備・ボイ

ラー・冷凍機・空調機・エレベーター等の保守整備及び法定点検）及びその他の業務（ホテルの客

室整備、クリーンルーム清掃、ハウスクリーニング、厨房・調理場等のサニテーションシステム）等

の請負を主たる事業としております。

　売上高につきましては、新規受注もありましたが請負契約減額や入札失注による減少が大きかった

ため、13億８千７百万円となり、営業利益は４千４百万円となりました。

②警備事業

当事業では、不特定多数の人が利用するデパートやビルにおける常駐警備、契約ビルに設置してい

る警備機器による機械警備のほか、駐車場警備、保安警備・工務警備等の請負を主たる事業としてお

ります。

　新規取引先の開拓に努めた結果、新たに都内の百貨店の警備業務を受注することができましたが、

入札物件の失注等もあり、また新規物件にかかる初動経費によって、売上高は７億３千４百万円、営

業利益は１千２百万円となりました。

③総合アウトソーシング事業

当事業では、アウトソーシング業務請負として、百貨店における出納業務、事務系営業支援業務及
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び作業系営業支援業務を行っておりますが、発注先の事情による内製化が図られたことにより解約

や契約変更があり、売上高は１億１千万円、営業利益は５百万円となりました。

④その他の事業　　

その他の事業として、ビルメンテナンス関連商品の販売や一般貨物運送、営業倉庫等の物流業務を

行っておりますが、売上高は１億３千９百万円、営業利益は１千６百万円となりました。

　

(2)財政状態の分析

①流動資産

  当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、37億２千５百万円で前連結会計年度末に比べ１

億６千万円減少いたしました。これは主に、前払費用が３千２百万円増加した一方で、現金及び預金が

１億５千１百万円、売掛金が２千５百万円減少したことによるものであります。

②固定資産

  当第２四半期連結会計期間末における固定資産は、32億１千９百万円で前連結会計年度末に比べ１

千７百万円減少いたしました。これは主に、投資その他の資産が５百万円増加いたしましたが、有形固

定資産で１千万円、ソフトウエアで１千１百万円それぞれ減価償却により減少したことによるもので

あります。

③流動負債

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、８億７千９百万円で前連結会計年度末に比べ１億

１千５百万円減少いたしました。これは主に、未払費用が８千万円、未払法人税等が３千１百万円、買掛

金が１千５百万円減少したことによるものであります。

④固定負債

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債は、６億７千３百万円で前連結会計年度末に比べ２千

１百万円減少いたしました。これは主に、連結子会社において自社株買いを行ったことにより、負のの

れんが３千２百万円計上された一方で、役員退職慰労引当金が１千８百万円、退職給付引当金が１千８

百万円、長期未払金が１千６百万円減少したことによるものであります。

⑤純資産

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、53億９千１百万円で前連結会計年度末に比べ４千万

円減少いたしました。これは主に、四半期純利益８千万円を計上した一方で、剰余金の配当６千５百万

円のほか、その他有価証券評価差額金が１千２百万円、少数株主持分が３千４百万円減少したことによ

るものであります。

　

(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、16億９千７百万円で第１四半期連結会

計期間末に比べ６千３百万円減少いたしました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、３千７百万円の支出となりました。主な内訳は、税金等調整

前四半期純利益６千６百万円、賞与引当金の増加額１億５百万円、売上債権の減少額７千５百万円によ

る増加と、未払費用の減少額１億７千５百万円、未払消費税等の減少額３千７百万円による減少の結果

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、１千６百万円の支出となりました。主な内訳は、投資有価証

券の取得による支出５百万円、有形固定資産の取得による支出７百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、１千万円の支出となりました。これは主に、自己株式の取得

による支出９百万円によるものであります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更
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及び新たに生じた課題はありません。

EDINET提出書類

株式会社白青舎(E04774)

四半期報告書

 7/27



第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

種類

第２四半期会計期間
末現在発行数

(株)(平成20年９月
30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,000,000 9,000,000
ジャスダック証券
取引所

─

計 9,000,000 9,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年９月30日 ─　　　　　 9,000,000─ 450,000─ 385,637

　

(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社大丸 大阪市中央区心斎橋筋１丁目７－１ 2,046 22.73

株式会社白青舎 東京都千代田区岩本町１丁目３－９ 925 10.27

柏木成章 横浜市青葉区 511 5.68

環境整備株式会社 栃木県宇都宮市岩曽町１３３３ 450 5.00

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１丁目１－２ 439 4.87

筒井節子 川崎市麻生区 418 4.64

竹山律子 川崎市麻生区 360 4.00

中央資料株式会社 東京都千代田区岩本町１丁目３－９ 284 3.16

白青舎従業員持株会 東京都千代田区岩本町１丁目３－９ 228 2.53

住友生命保険相互会社
(常任代理人　日本トラスティ・
サービス信託銀行株式会社)

大阪市中央区城見１－４－３５
（東京都中央区晴海１丁目８番１１号）

210 2.33
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計 ― 5,874 65.26
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式925,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式8,029,000 8,029 同上

単元未満株式 普通株式 46,000 ― 同上

発行済株式総数 9,000,000― ―

総株主の議決権 ― 8,029 ―

(注)　１「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含まれて

おります

 ２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式25株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社白青舎

東京都千代田区岩本町１
丁目３－９

925,000 ─ 925,000 10.27

計 ― 925,000 ─ 925,000 10.27

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 298 295 271 280 280 300

最低(円) 263 260 255 271 277 290

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、公認会計士今西浩之、公認会計士熊谷康史両氏により四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,578,211 2,729,235

受取手形及び売掛金 834,164 855,585

有価証券 57,105 56,407

商品 16,477 17,350

その他 240,605 229,630

貸倒引当金 △778 △2,106

流動資産合計 3,725,786 3,886,103

固定資産

有形固定資産 ※
 1,139,087

※
 1,149,227

無形固定資産 37,869 49,795

投資その他の資産

投資有価証券 933,496 944,908

長期預金 700,000 700,000

その他 417,542 401,360

貸倒引当金 △8,777 △9,017

投資その他の資産合計 2,042,261 2,037,251

固定資産合計 3,219,218 3,236,273

資産合計 6,945,004 7,122,377

負債の部

流動負債

買掛金 174,203 189,327

短期借入金 50,000 50,000

未払費用 303,206 383,275

未払法人税等 86,809 118,460

未払消費税等 48,260 44,827

賞与引当金 164,877 161,573

その他 52,034 46,957

流動負債合計 879,390 994,421

固定負債

退職給付引当金 553,195 571,885

役員退職慰労引当金 － 18,770

負ののれん 32,901 －

その他 87,543 104,503

固定負債合計 673,639 695,158

負債合計 1,553,030 1,689,579

純資産の部

株主資本

資本金 450,000 450,000

資本剰余金 385,637 385,637

利益剰余金 4,354,860 4,339,097

自己株式 △271,689 △261,878

株主資本合計 4,918,807 4,912,855

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 220,210 232,417

評価・換算差額等合計 220,210 232,417

少数株主持分 252,955 287,523

純資産合計 5,391,974 5,432,797

負債純資産合計 6,945,004 7,122,377
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
  至 平成20年９月30日）

売上高 4,812,008

売上原価 4,220,026

売上総利益 591,981

販売費及び一般管理費

給料及び手当 131,688

賞与引当金繰入額 17,461

その他 305,115

販売費及び一般管理費合計 454,264

営業利益 137,716

営業外収益

受取利息 6,072

受取配当金 9,287

負ののれん償却額 2,608

雑収入 7,201

営業外収益合計 25,169

営業外費用

支払利息 470

雑損失 593

営業外費用合計 1,063

経常利益 161,823

特別利益

投資有価証券売却益 118

固定資産売却益 704

特別利益合計 823

特別損失

固定資産廃棄損 371

早期割増退職金 6,007

合併関連費用 8,540

特別損失合計 14,918

税金等調整前四半期純利益 147,727

法人税等 62,853

少数株主利益 4,110

四半期純利益 80,764
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
（自 平成20年７月１日
  至 平成20年９月30日）

売上高 2,372,654

売上原価 2,097,375

売上総利益 275,279

販売費及び一般管理費

給料及び手当 60,978

賞与引当金繰入額 8,721

その他 143,469

販売費及び一般管理費合計 213,169

営業利益 62,109

営業外収益

受取利息 3,773

受取配当金 3,861

負ののれん償却額 1,304

雑収入 2,373

営業外収益合計 11,312

営業外費用

支払利息 236

雑損失 182

営業外費用合計 418

経常利益 73,004

特別損失

固定資産廃棄損 371

早期割増退職金 6,007

特別損失合計 6,378

税金等調整前四半期純利益 66,625

法人税等 25,683

少数株主利益 328

四半期純利益 40,612
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
  至 平成20年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 147,727

減価償却費 36,481

投資有価証券売却損益（△は益） △118

負ののれん償却額 △2,608

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,568

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,304

退職給付引当金の増減額（△は減少） △18,690

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △18,770

長期未払金の増減額（△は減少） △16,960

受取利息及び受取配当金 △14,652

支払利息 470

固定資産廃棄損 371

有形固定資産除売却損益（△は益） △704

売上債権の増減額（△は増加） 21,421

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,397

前払費用の増減額（△は増加） △32,228

仕入債務の増減額（△は減少） △15,124

未払費用の増減額（△は減少） △80,069

未払消費税等の増減額（△は減少） 3,433

その他 31,745

小計 46,857

利息及び配当金の受取額 16,024

利息の支払額 △470

法人税等の支払額 △104,090

営業活動によるキャッシュ・フロー △41,677

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △73,041

定期預金の払戻による収入 93,005

有価証券の取得による支出 △29,315

有価証券の売却による収入 28,617

投資有価証券の取得による支出 △10,130

投資有価証券の売却による収入 348

有形固定資産の取得による支出 △15,027

有形固定資産の売却による収入 945

長期貸付金の回収による収入 3,926

長期貸付けによる支出 △2,834

その他 △7,895

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,401

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △9,811

配当金の支払額 △64,879

少数株主からの株式買取りによる支出 △2,000

少数株主への配当金の支払額 △1,290

財務活動によるキャッシュ・フロー △77,980

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △131,060

現金及び現金同等物の期首残高 1,828,405

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,697,345
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

１　連結の範囲の変更

連結子会社であった白青警備保障株式会社及び株式会社関西白青舎を、平成20

年４月１日付で吸収合併いたしましたので、連結子会社は１社となりました。
 

２　会計処理の原則及び手続きの変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）　

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年7月5

日　企業会計基準第９号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準に

ついては、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更

しております。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、この変更による損益への影響はあ

りません。
 

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

１　固定資産の減価償却の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。
 

２　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環

境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連

結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用

する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を

合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
 

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)
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（役員退職慰労引当金）

連結子会社の中央管財株式会社は、平成20年６月の定時株主総会で、役員退職

慰労金制度を廃止しており、当該総会までの在任期間に対応する役員退職慰労

金未払額については固定負債の「その他」に含めて表示しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末において、固定負債の「その他」に含めた

役員退職慰労金の未払額は16,210千円であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　　992,201千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額　　977,455千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,578,211千円

有価証券 57,105 〃

　　　計 2,635,317千円

預入期間が３か月超の定期預金 △880,866 〃

MMF及びCP以外の有価証券 △57,105 〃

現金及び現金同等物 1,697,345千円
 

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,000,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 925,025

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 64,879 8.00平成20年３月31日平成20年6月27日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい

変動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社白青舎(E04774)

四半期報告書

20/27



(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

総合アウト
ソーシング
事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,387,610734,940110,942139,1612,372,654― 2,372,654

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

13,925 ― ― 674 14,600(14,600) ―

計 1,401,536734,940110,942139,8362,387,255(14,600)2,372,654

営業利益 44,28512,9555,65916,81979,719(17,609)62,109

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内訳

(1) ビルメンテナンス事業………清掃請負・不動産の管理保全

(2) 警備事業………………………警備

(3) 総合アウトソーシング事業…出納・事務系営業支援・作業系営業支援

(4) その他の事業…………………運送・保管

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

総合アウト
ソーシング
事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

2,815,4761,474,044248,026274,4614,812,008― 4,812,008

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

27,993 ― ― 1,28229,276(29,276) ―

計 2,843,4701,474,044248,026275,7444,841,284(29,276)4,812,008

営業利益 193,622102,20417,81327,658341,298(203,581)137,716

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内訳

(1) ビルメンテナンス事業………清掃請負・不動産の管理保全

(2) 警備事業………………………警備

(3) 総合アウトソーシング事業…出納・事務系営業支援・作業系営業支援

(4) その他の事業…………………運送・保管

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)
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海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

636.41円 634.44円

　

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,391,974 5,432,797

普通株式にかかる純資産額(千円) 5,139,018 5,145,273

差額の主な内訳(千円)

　少数株主持分 252,955 287,523

普通株式の発行済株式数(株) 9,000,000 9,000,000

普通株式の自己株式数(株) 925,025 890,025

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

8,074,975 8,109,975

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 9.97円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　　 ─　　　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 80,764

普通株式に係る四半期純利益(千円) 80,764

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 8,101,118

　

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 5.02円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　　 ─

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 40,612

普通株式に係る四半期純利益(千円) 40,612

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 8,094,475
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(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

（自己株式の取得）

平成20年11月７日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156

条の規定に基づき、自己株式を取得することを決議いたしました。

１．自己株式の取得を行う理由

資本効率の向上を通じ、株主の皆様への利益還元をはかるとともに、経営環境の変化などに対応した機動的

な資本政策の遂行を可能とするため。

２．取得の内容

(1)取得する株式の種類　　当社普通株式

(2)取得する株式の総数　　170,000株(上限)

　　　　　　　　　　　　 (発行済株式総数に対する割合(自己株式を除く)2.11％)

(3)株式の取得価額の総額　50,000,000円

(4)取得する期間　　　　　平成20年11月10日から平成21年１月31日まで

(5)取得方法　　　　　　　ジャスダック証券取引所における市場買付

 
　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月12日

株式会社白青舎

取締役会　御中

　

公認会計士今西浩之事務所

　

公認会計士　　今　西　浩　之　　　印

　

熊谷康史公認会計士事務所

　

公認会計士　　熊　谷　康　史　　　印

　

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

白青舎の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成20年

７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日

まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、私たちの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社白青舎及び連結子会社の平成20年９月30

日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績

並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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